
この統合の概要

このセクションでは、統合の概要を示します。

•基本的なフェデレーテッドネットワーク（1ページ）
•クラスタ間展開とマルチノードの展開（4ページ）
•高可用性およびフェデレーション（6ページ）
• Cisco適応型セキュリティアプライアンス展開オプション（9ページ）
• Presenceサブスクリプションとブロッキングレベル（11ページ）
•可用性状態マッピング（13ページ）
•インスタントメッセージ（19ページ）
•複数のドメインを含む展開でのフェデレーション（22ページ）
•フェデレーションとサブドメイン（22ページ）

基本的なフェデレーテッドネットワーク
この統合により IMおよび Presenceサービスが管理する任意のドメイン内のIMおよび Presence
サービスユーザーが、外部ドメインユーザとーアベイラビリティ情報およびインスタントメッ

セージング（IM）を交換することができます。IMおよび Presenceサービスは、さまざまなプ
ロトコルを使用してさまざまな外部ドメインとフェデレーションします。

IMおよび Presenceサービスは、標準の Session Initiation Protocol（SIP RFC 3261）を使用して、
次のものとフェデレーションします。

• Microsoft Office 365（ビジネスツービジネス）

• Microsoft Skype for Business 2015、Standard Editionおよび Enterprise Edition（ビジネスツー
ビジネス）

• Microsoft Lync 2010および 2013、Standard Editionおよび Enterprise Edition
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IMおよび Presenceサービスは、Microsoft Lyncとのドメイン間
フェデレーションをサポートしています。IMおよびPresenceサー
ビスでは、特に明記されていない限り、Microsoft S4B/Lyncとの
ドメイン間フェデレーションへの言及にはMicrosoft Office 365も
含まれます。

（注）

IMおよび Presenceサービスでは、以下のフェデレーションのため Extensible Messaging and
Presence Protocol（XMPP）を使用します。

• IBM Sametimeサーバ 8.2および 8.5

• Cisco Webex Messenger

• IMおよび Presenceサービス 9.x以降

• XMPP標準に準拠しているその他のサーバ

外部ドメインとのXMPPフェデレーションを有効にする場合は、外部ドメインが以前に IMお
よびPresenceサービスでSIPフェデレーションドメインとして構成されていないことを確認し
ます。

例： example.comを使用した IMおよび Presenceの展開は、これまで SIPベースのフェデレー
ションとして設定されていました。ただし、example.comでは XMPPサポートが追加されてい
るため、ローカル管理者は代わりにXMPPベースのフェデレーションを有効にする必要があり
ます。これを許可するには、ローカル管理者は最初に、IMおよびPresenceサービスでSIPフェ
デレーテッドドメインとして example.comを削除する必要があります。

（注）

次の図に、IMおよび Presenceサービスエンタープライズ展開とMicrosoft S4B/Lyncエンター
プライズ展開間の SIPフェデレーテッドネットワークの例を示します。
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図 1 : IMおよび PresenceサービスとMicrosoft S4B/Lync間の基本的な SIPフェデレーションネットワーク

この例は、SIPフェデレーションが1つのクラスタでのみ有効になっているマルチクラスタ IM
および Presenceサービス展開のメッセージングフローを示しています。単一のルーティング
ノードが Expressway-Cからすべての着信 IMを受信し、IMをいずれかのクラスタ内の正しい
ノードに再ルーティングします。発信 IMは、いずれかのクラスタ内の任意のノードから
Expressway-Cに送信できます。

この図では、各内部エンタープライズドメインは、セキュアなTLS接続を使用してDMZエッ
ジサーバを使用してパブリックインターネット経由で相互接続しています。内部 IMおよび
Presenceサービス企業展開内で、Cisco適応型セキュリティアプライアンスは、ファイアウォー
ル、ポートアドレス変換（PAT）、およびTLSプロキシ機能を提供します。CiscoExpressway-C
は、外部ドメインから開始されたすべての着信トラフィックを、指定された IMおよびPresence
サービスノードにルーティングします。

次の図は、IMおよび Presenceサービスエンタープライズ展開と IBM Sametimeエンタープラ
イズ展開間のマルチクラスタXMPPフェデレーテッドネットワークの例を示しています。TLS
は、XMPPフェデレーションではオプションです。Cisco適応型セキュリティアプライアンス
は、XMPPフェデレーションのファイアウォールとしてのみ機能します。 XMPPフェデレー
ション用の TLSプロキシ機能または PATは提供しません。IMは、フェデレーションが有効に
なっている任意のノードから送受信できます。ただし、フェデレーションは両方のクラスタで

並行して構成する必要があります。
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図 2 : IMおよび Presenceサービスと IBM Sametime間の基本的な XMPPフェデレーテッドネットワーク

内部 IMおよび Presenceサービスエンタープライズ展開内に 2つの DNSサーバがあります。
1台の DNSサーバが IMおよび Presenceサービスのプライベートアドレスをホストします。
もう一方のDNSサーバーは、SIPフェデレーション（_sipfederationtls）および IMおよびPresence
サービスとのXMPPフェデレーション（_xmpp-server）の IMおよびPresenceサービスパブリッ
クアドレスと DNS SRVレコードをホストします。IMおよび Presenceサービスのパブリック
アドレスをホストする DNSサーバーは、ローカル DMZにあります。

クラスタ間展開とマルチノードの展開

クラスタ間 IM and Presence Serviceの展開に関連するこのドキュメントの構成手順は、マルチ
ノード IM and Presence Serviceの展開にも適用できます。

（注）

SIPフェデレーションの展開
クラスタ間およびマルチノードクラスタ IM and Presence Service展開では、外部ドメインが新
しいセッションを開始すると、Cisco Expressway-Cは、ルーティング用に指定された IM and
Presence Serviceノードにすべてのメッセージをルーティングします。 IM and Presence Service
ルーティングノードが受信者ユーザーをホストしていない場合、クラスタ間通信を介してメッ

セージをクラスタ内の適切な IM and Presence Serviceノードにルーティングします。システム

この統合の概要

4

この統合の概要

クラスタ間展開とマルチノードの展開



は、この要求に関連付けられているすべての応答を、ルーティング IMandPresenceServiceノー
ドを介してルーティングします。

IM and Presence Serviceノードは、Cisco Expressway-Cを介して外部ドメインへのメッセージを
開始できます。Microsoft S4B/Lyncでは、外部ドメインがこれらのメッセージに応答すると、
応答は Cisco Expressway-Cを介してメッセージを開始した IM and Presence Serviceノードに直
接送信されます。Cisco Expressway-Cで Port Address Translation (PAT)を構成するときにこの動
作を有効にします。200 OK応答メッセージには PATが必要であるため、Cisco Expressway-C
で PATを構成することを推奨します。

関連情報：ポートアドレス変換（PAT）

XMPPフェデレーションの展開
単一クラスタの場合、クラスタ内の1つのノードでXMPPフェデレーションのみを有効にする
必要があります。パブリック DNSで企業の単一の DNS SRVレコードが公開されます。この
DNS SRVレコードは、XMPPフェデレーションが有効になっている IM and Presence Service
ノードにマッピングされます。外部ドメインからのすべての着信要求は、パブリッシュされた

SRVレコードに基づいて、XMPPフェデレーションを実行しているノードにルーティングされ
ます。内部的には、 IM and Presence Serviceが要求をユーザーの正しいノードに再ルーティン
グします。また、 IM and Presence Serviceは、XMPPフェデレーションを実行しているノード
を介してすべての発信要求をルーティングします。

また、たとえば、拡張目的で、または複数の IM and Presence Serviceクラスタがあり、クラス
タごとに少なくとも1回XMPPフェデレーションを有効にする必要がある場合に、複数のDNS
SRVレコードを公開することもできます。SIPフェデレーションとは異なり、XMPPフェデ
レーションでは、 IM and Presence Serviceエンタープライズドメインの単一のエントリポイン
トは必要ありません。その結果、 IM and Presence Serviceは、XMPPフェデレーションを有効
にした公開ノードのいずれかに着信要求をルーティングできます。

クラスタ間およびマルチノードクラスタ IM and Presence Service展開では、外部 XMPPフェデ
レーテッドドメインが新しいセッションを開始すると、DNS SRVルックアップを実行して要
求のルーティング先を決定します。複数の DNS SRVレコードをパブリッシュすると、DNS
ルックアップは複数の結果を返します。 IMandPresenceServiceは、DNSが発行する任意のサー
バに要求をルーティングできます。内部的には、 IM and Presence Serviceが要求をユーザーの
正しいノードに再ルーティングします。 IM and Presence Serviceは、クラスタ内の XMPPフェ
デレーションを実行しているノードのいずれかに発信要求をルーティングします。

XMPPフェデレーションを実行している複数のノードがある場合でも、パブリック DNSで 1
つのノードのみを発行することを選択できます。この設定では、 IM and Presence Serviceは、
XMPPフェデレーションを実行しているノード間で着信要求をロードバランシングするのでは
なく、すべての着信要求を単一のノードを介してルーティングします。 IMandPresenceService
は発信要求をロードバランシングし、クラスタ内の XMPPフェデレーションを実行している
ノードのいずれかに発信要求を送信します。
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高可用性およびフェデレーション
このセクションでは、高可用性とフェデレーションの概念について説明します。

SIPフェデレーションの高可用性

IM and Presence Serviceリリース 8.5以降でのみ高可用性がサポートされます。（注）

Microsoft S4B/Lyncとフェデレーションしている場合、Microsoft Access Edgeサーバーは、DNS
SRVルックアップで単一のホスト名とサーバーアドレスの戻りのみをサポートします。また、
Microsoft Access Edgeサーバーは、単一の IPアドレスの手動プロビジョニングのみをサポート
します。

したがって、Microsoft S4B/Lyncとのフェデレーション時に高可用性を実現するには、次の図
に示すように、 IM and Presence Serviceノードと Cisco Expressway-Cの間にロードバランサを
組み込む必要があります。ロードバランサは、Cisco Expressway-Cからの着信TLS接続を終了
し、新しい TLS接続を開始して、コンテンツを適切なバックエンド IM and Presence Serviceに
ルーティングします。

図 3 :高可用性を備えた IM and Presence ServiceとMicrosoft S4B/Lync間のフェデレーテッドネットワーク

関連情報 -

SIPフェデレーションの冗長性のためのロードバランサの構成
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XMPPフェデレーションのハイアベイラビリティ
XMPPフェデレーションのハイアベイラビリティは、2ノードサブクラスタモデルに関連付
けられていないため、他の IM and Presence Service機能のハイアベイラビリティモデルとは異
なります。

XMPPフェデレーションの高可用性を実現するには、XMPPフェデレーション用にクラスタ内
の 2つ以上の IM and Presence Serviceノードを有効にする必要があります。 XMPPフェデレー
ションに対して複数のノードを有効にすると、スケールが追加されるだけでなく、いずれかの

ノードに障害が発生した場合の冗長性も提供されます。

アウトバウンド要求ルーティングのためのハイアベイラビリティ

IM and Presence Serviceは、クラスタ内のすべての XMPPフェデレーション対応ノード間で、
そのクラスタ内のユーザーからのアウトバウンド要求を均等にロードバランシングします。い

ずれかのノードに障害が発生した場合、 IM and Presence Serviceは、クラスタ内の残りのアク
ティブノードにアウトバウンドトラフィックを動的に分散します。

インバウンド要求ルーティングのためのハイアベイラビリティ

インバウンド要求ルーティングの高可用性を提供するには、追加の手順が必要です。外部ドメ

インがローカル IM and Presence Service展開を検出できるようにするには、DNS SRVレコード
をパブリックDNSサーバで公開する必要があります。このレコードは、XMPPフェデレーショ
ン対応ノードに解決されます。その後、外部ドメインは解決されたアドレスに接続します。

このモデルで高可用性を提供するには、ローカル IM and Presence Service展開用に複数の DNS
SRVレコードを発行する必要があります。これらの各レコードは、ローカル IM and Presence
Service展開内の XMPPフェデレーション対応ノードの 1つに解決されます。

これらのレコードは、ローカル展開の DNS SRVレコードの選択肢を提供します。XMPPフェ
デレーション対応ノードに障害が発生した場合、外部システムには、ローカル IM and Presence
Service展開に接続するための他のオプションがあります。
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•パブリッシュされた各DNSSRVレコードの優先順位と重みは同じである必要があります。
これにより、パブリッシュされたすべてのレコードに負荷を分散でき、障害発生時に外部

システムが DNS SRVレコードを使用して他のノードの 1つに正しく再接続できるように
なります。

• DNS SRVレコードは、XMPPフェデレーション対応ノードのすべてまたはサブセットに
対してパブリッシュできます。パブリッシュされたレコードの数が多いほど、インバウン

ド要求処理に関するシステムの冗長性が高くなります。

• XMPPフェデレーション展開の IM and Presence Serviceノードでチャット機能を構成する
場合は、チャットノードエイリアスの複数の DNS SRVレコードもパブリッシュできま
す。これにより、XMPPフェデレーション対応ノードで障害が発生した場合、外部システ
ムは別の XMPPフェデレーションノードを介してその特定のチャットノードへの別のイ
ンバウンドルートを見つけることができます。これはチャット機能自体のハイアベイラ

ビリティではなく、チャットノードエイリアス宛てのインバウンド要求に対する XMPP
フェデレーションのハイアベイラビリティ機能の拡張であることに注意してください。

（注）

IBM SameTimeのフェデレーション

IM and Presence Serviceリリース 9.0は、 IM and Presence Serviceエンタープライズと IBM
Sametimeエンタープライズおよび IBM Sametimeエンタープライズ間のドメイン間フェデレー
ションの高可用性をサポートしていません。これは、IBM SametimeがDNS SRVルックアップ
で返された他のレコードを再試行しないためです。見つかった最初の DNS SRVレコードのみ
を試行し、接続試行が失敗した場合は、重みの低いノードに再試行しません。

IBM Sametimeフェデレーション展開の IM and Presence Serviceで、XMMPフェデレーションの
高可用性が発生しているように見える状況が 1つあります。重要なサービスの障害が原因で
ユーザーがバックアップノードにフェールオーバしたが、CiscoXCPXMPPFederationConnection
Managerはプライマリノードで実行されたままになります。この場合、着信トラフィックは引
き続きプライマリノードに転送され、ルータ間接続を使用してバックアップノードにリダイ

レクトされます。ただし、このシナリオでは、XMPPフェデレーションは失敗しておらず、通
常どおりに動作し続けることができます。

（注）

関連情報 -

XMPPフェデレーションの DNS構成

ノードでの XMPPフェデレーションの有効化
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Cisco適応型セキュリティアプライアンス展開オプション
内部 IM and Presence Service企業展開内で、Cisco適応型セキュリティアプライアンスは、パ
ブリックインターネットからの着信接続を終端し、特定のフェデレーションドメインからの

トラフィックを許可するために、DMZでファイアウォール、ポートアドレス変換（PAT）、
および TLSプロキシ機能を提供します。

XMPPフェデレーション展開では、Cisco適応型セキュリティアプライアンスはファイアウォー
ル機能のみを提供します。すでにファイアウォールを展開している場合は、XMPPフェデレー
ション用の追加の Cisco適応型セキュリティアプライアンスは必要ありません。

（注）

Cisco適応型セキュリティアプライアンスは、既存のネットワークと展開するファイアウォー
ル機能のタイプに応じて、さまざまな方法で展開できます。このセクションには、推奨される

展開モデルの概要のみが含まれています。詳細については、Cisco適応型セキュリティアプラ
イアンスのマニュアルの展開ガイドラインを参照してください。ここで説明するCisco適応型
セキュリティアプライアンスの導入オプションは、SIPフェデレーションにのみ適用されま
す。

Cisco適応型セキュリティアプライアンスは、次の図に示すように、インスタントメッセー
ジング（IM）トラフィック、可用性トラフィック、およびその他のトラフィックを保護するエ
ンタープライズファイアウォールとして展開できます。これは最もコスト効率の高い展開であ

り、新規および既存のネットワークに推奨される展開です。次の図に示すように、既存のファ

イアウォールと並行して Cisco適応型セキュリティアプライアンスを展開することもできま
す。この展開では、Cisco適応型セキュリティアプライアンスは、IM and Presence Serviceとパ
ブリックインターネット間の IMandPresenceServiceトラフィックを処理し、既存のトラフィッ
クは引き続き既存のファイアウォールを使用します。次の図では、Cisco適応型セキュリティ
アプライアンスも IM and Presence Serviceノードのゲートウェイとして展開されています。つ
まり、Cisco適応型セキュリティアプライアンスにトラフィックを転送するために別のルータ
は必要ありません。
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図 4 :既存の NAT/ファイアウォールと並行して導入された Cisco ASA 5500

また、既存のファイアウォールの背後に Cisco適応型セキュリティアプライアンスを展開す
ることもできます。この場合、次の図に示すように、 IMandPresenceService宛てのトラフィッ
クが Cisco適応型セキュリティアプライアンスに到達できるように既存のファイアウォールを
設定します。このタイプの展開では、Cisco適応型セキュリティアプライアンスが IM and
Presence Serviceノードのゲートウェイとして機能します。

図 5 :既存の NAT/ファイアウォールの背後に展開された Cisco ASA 5500
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Presenceサブスクリプションとブロッキングレベル
次の図に示すように、x@externaldomain.comからuser@local.comへのすべての新しい
presenceサブスクリプションは、CiscoExpressway-Cによって送信されます。CiscoExpressway-C
は、許可された外部ドメインのリストに対して着信 SIPサブスクリプションをチェックしま
す。ドメインが許可されていない場合、Cisco Expressway-Cは presenceサブスクリプションを
拒否します。

XMPPフェデレーション展開では、Cisco Expressway-Cはドメインチェックを実行しません。（注）

IMおよび Presenceサービスは、インバウンドサブスクリプションを受信すると、外部ドメイ
ンが IMおよび Presenceサービスノードの管理レベルで定義した許可されたフェデレーション
ドメインの 1つであることを確認します。SIPフェデレーションの場合は、フェデレーション
ドメインを構成します。XMPPフェデレーションの場合は、XMPPフェデレーションの管理者
ポリシーを定義します。サブスクリプションが許可されたドメインからのものでない場合、

IMおよび Presenceサービスはサブスクリプションを拒否します（ローカルユーザーに連絡す
ることはありません）。

サブスクリプションが許可されたドメインからのものである場合、 IMおよび Presenceサービ
スはローカルユーザーの許可ポリシーをチェックして、ローカルユーザーが以前にフェデレー

テッドドメインまたは Presenceサブスクリプションを送信しているユーザーをブロックまた
は許可していないことを確認します。 IMおよび Presenceサービスは、着信サブスクリプショ
ンを受け入れ、保留状態にします。

IMおよび Presenceサービスは、クライアントアプリケーションにサブスクリプションの通知
メッセージを送信することで、x@externaldomain.comがプレゼンスを監視することをロー
カルユーザに通知します。これにより、ローカルユーザーがサブスクリプションを許可また

は拒否できるようにするダイアログボックスがクライアントアプリケーションに表示されま

す。ユーザーが承認の決定を行うと、クライアントアプリケーションはその決定を IMおよび
Presenceサービスに通知します。許可の決定は、IMおよび Presenceサービスに保存されてい
るユーザーのポリシーリストに追加されます。

サードパーティの XMPPクライアントは、ユーザーのポリシーリストを更新せず、サブスク
リプションを受け入れるだけです。ユーザーは、 IMおよび Presenceサービスのユーザーオプ
ションインターフェイスでプライバシーリストを手動で更新できます。

（注）

拒否の決定は、ポライトブロッキングを使用して処理されます。これは、ユーザーのpresence
状態が外部クライアントでオフラインに表示されることを意味します。ローカルユーザーがサ

ブスクリプションを許可すると、 IMおよび Presenceサービスは presenceの更新を外部ウォッ
チャに送信します。

この統合の概要

11

この統合の概要

Presenceサブスクリプションとブロッキングレベル



ユーザーは、ユーザー単位およびドメイン単位でサブスクリプションをブロックすることもで

きます。これは、Cisco Jabberクライアントで構成可能です。

図 6 :着信 SIP Presenceメッセージフロー

IMおよび Presenceサービスは、Cisco Expressway-Cを介してすべての発信サブスクリプション
を送信し、Cisco Expressway-Cはこれらのサブスクリプションを外部ドメインに転送します。
IMおよび Presenceサービスは、異なるローカルユーザーから同じ外部ドメイン内の同じ外部
ユーザーにアクティブなサブスクリプションがすでに存在する場合でも、発信サブスクリプ

ションを送信します。次の図は、発信 presenceサブスクリプションフローを示しています。

外部ユーザーは、クライアントアプリケーションおよび IMおよび Presenceサービスのユー
ザーオプションインターフェイスの連絡先リストに user@externaldomain.comとして追
加されます。

ドメインレベルの認証チェックは、XMPPフェデレーション用のCisco Expressway-Cには適用
されません。

（注）
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図 7 :アウトバウンド Presence要求フロー

• Microsoft S4B/Lyncは、1時間45分ごとに更新サブスクライブを実行します。したがって、
IMおよび Presenceサービスノードが再起動した場合、Microsoft S4B/Lyncクライアントで
IMおよび Presenceサービスコンタクトの Presenceステータスがない最大時間は約 2時間
です。

• Microsoft S4B/Lyncが再起動した場合、IMおよびPresenceサービスクライアントでMicrosoft
S4B/Lync連絡先の Presenceステータスがない最大時間は約 2時間です。

（注）

関連情報 -

可用性状態マッピング

インスタントメッセージ

可用性状態マッピング
このセクションでは、可用性状態マッピングのさまざまな概念について説明します。

Microsoft OCSの可用性状態マッピング
次の表に、Microsoft Office Communicatorから IM and Presence Service、サードパーティのXMPP
クライアント、および Cisco Jabberへの可用性マッピングの状態を示します。
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表 1 : Microsoft Office Communicatorからの可用性マッピングの状態

Cisco Jabberリリース
8.xの設定

サードパーティ XMPPク
ライアント設定（ IM and
Presence Serviceに接続）

Microsoft Office
Communicator

設定

利用可能利用可能利用可能

ビジー退席中取り込み中

ビジー退席中サイレント

退席中退席中すぐに戻る

退席中退席中退席中

OfflineOfflineOffline

この表では、Microsoft Office Communicatorの「ビジー」状態と「応答不可」状態は、サード
パーティのXMPPクライアントで「ビジー」というステータステキストとともに「退席中」に
マッピングされます。XMPPクライアントは、この「退席中」ステータスのレンダリング方法
が異なります。たとえば、特定のXMPPクライアントには、テキストなしで「退席中」アイコ
ンが表示されます。他の XMPPクライアントは、横に「ビジー」テキスト注釈付きの「退席
中」アイコンをレンダリングします。

次の表に、 Cisco Jabberリリース 8.xからMicrosoft Office Communicatorへの可用性マッピング
の状態を示します。

表 2 : Cisco Jabberリリース 8.xからの可用性マッピング状態

Microsoft Office Communicator

設定

Cisco Jabber

リリース 8.xの設定

利用可能利用可能

ビジービジー（Busy）

ビジーサイレント

OfflineOffline

次の表に、 IM and Presence Serviceに接続されているサードパーティ製 XMPPクライアントか
らMicrosoft Office Communicatorへの可用性マッピングの状態を示します。
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表 3 :サードパーティ製 XMPPクライアントからの可用性マッピングの状態

Microsoft Office Communicator

設定

サードパーティ XMPPクライアント
設定（ IM and Presence Serviceに接
続）

応答可能応答可能

退席中退席中

退席中退席中（Extended Away）

ビジーサイレント

オフラインOffline

関連情報

Presenceサブスクリプションとブロッキングレベル

Microsoft Lyncの可用性状態マッピング
次の表に、Microsoft Lyncから IM and Presence Service、サードパーティの XMPPクライアン
ト、および Cisco Jabberへの可用性マッピングの状態を示します。

表 4 : Microsoft Lyncからの可用性マッピングの状態

Cisco Jabber

リリース 8.x設定

サードパーティ XMPPク
ライアント設定（ IM and
Presence Serviceに接続）

Microsoft
Lync[MicrosoftLync]

設定

利用可能利用可能利用可能

ビジー退席中取り込み中

ビジー退席中サイレント

退席中退席中すぐに戻ります

退席中退席中退席中

OfflineOfflineOffline

この表では、Lyncクライアントの「ビジー」状態と「応答不可」状態は、サードパーティ製
XMPPクライアントのステータステキストが「ビジー」の状態で「退席中」にマッピングされ
ます。XMPPクライアントは、この「退席中」ステータスの表示方法が異なります。たとえ
ば、あるXMPPクライアントは、テキストなしで「退席中」アイコンを表示します。他のXMPP
クライアントは、「ビジー」テキスト注釈の横に「退席中」アイコンを表示する。
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次の表に、 Cisco Jabberリリース 8.xから Lyncクライアントへの可用性マッピングの状態を示
します。

表 5 : Cisco Jabberリリース 8.xからの可用性マッピング状態

Microsoft Lync[MicrosoftLync]

設定

Cisco Jabber

リリース 8.x設定

利用可能利用可能

ビジービジー（Busy）

ビジーサイレント

OfflineOffline

次の表に、 IM and Presence Serviceに接続されているサードパーティ製 XMPPクライアントか
ら Lyncクライアントへの可用性マッピングの状態を示します。

表 6 :サードパーティ製 XMPPクライアントからのアベイラビリティマッピングの状態

Microsoft Lync[MicrosoftLync]

設定

サードパーティ XMPPクライアント
設定（ IM and Presence Serviceに接
続）

使用可能利用可能

退席中退席中

退席中Extended Away

ビジーサイレント

オフラインOffline

関連情報 -

Presenceサブスクリプションとブロッキングレベル

XMPPフェデレーションの可用性状態マッピング
次の表に、IBM Sametime 8.2から IM and Presence Service上のサードパーティ XMPPクライア
ントおよび Cisco Jabberへの可用性マッピング状態を示します。
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表 7 : IBM Sametime 8.2クライアントからの可用性マッピングの状態

Cisco Jabber

リリース 8.xの設定

サードパーティ XMPPクライ
アント設定（ IM and Presence
Serviceに接続）

IBM Sametimeクライアント設
定

ステータスメッセージで使用

可能

利用可能利用可能

応答不可（ステータスメッ

セージあり）

応答不可（Do Not Disturb）サイレント

ステータスメッセージで使用

可能

ステータスが「[ミーティン
グ中（In ameeting）]」で使用
可能

ステータスが「[ミーティン
グ中（In ameeting）]」で使用
可能

退席中（ステータスメッセー

ジあり）

退席中退席中

オフラインOfflineOffline

次の表に、webex Connectから IM and Presence Service上のサードパーティXMPPクライアント
および Cisco Jabberへの可用性マッピングの状態を示します。

表 8 : Webex Connectからの可用性マッピングの状態

Cisco Jabber

リリース 8.xの設定

サードパーティ XMPPクライ
アント設定（ IM and Presence
Serviceに接続）

Webex Connectの設定

利用可能利用可能利用可能

応答不可（Do Not Disturb）サイレントサイレント

退席中（ステータス「は会議

中）」

在席（ステータスが「ミー

ティング中」]
退席中（ステータスは「ミー

ティング中」）

退席中退席中退席中

OfflineOfflineOffline

次の表に、 Cisco Jabberリリース 8.xから他のフェデレーテッドクライアントへの可用性マッ
ピング状態を示します。

この統合の概要

17

この統合の概要

XMPPフェデレーションの可用性状態マッピング



表 9 : Cisco Jabberリリース 8.xからの可用性マッピング状態

IBM Sametimeク
ライアントサー

バー

Webex Connectク
ライアント設定

フェデレーテッド

サードパーティ

XMPPクライアン
ト設定（IM and
Presence Service
に接続）

フェデレーテッド

Cisco Jabberリ
リース 8.xの設定

Cisco Jabberリ
リース 8.xの設定

利用可能利用可能利用可能利用可能利用可能

応答不可（DoNot
Disturb）

サイレントサイレントサイレントサイレント

退席中アイドル（Idle）退席中ビジービジー（Busy）

アイドルアイドルアイドルアイドルアイドル

OfflineOfflineOfflineOfflineOffline

次の表に、 IMandPresenceService上のサードパーティXMPPクライアントから他のフェデレー
テッドクライアントへの可用性マッピング状態を示します。

表 10 : IM and Presence Serviceに接続された XMPPクライアントからのアベイラビリティマッピングの状態

IBM Sametimeク
ライアントサー

バー

Webex Connectク
ライアント設定

フェデレーテッド

XMPPクライアン
ト設定（IM and
Presence Service
に接続）

フェデレーテッド

Cisco Jabberリ
リース 8.xの設定

サードパーティ

XMPPクライアン
ト設定（ IM and
Presence Service
に接続）

利用可能利用可能利用可能利用可能利用可能

応答不可（DoNot
Disturb）

サイレントサイレントサイレントサイレント

退席中退席中退席中退席中退席中

退席中退席中（Extended
Away）

退席中（Extended
Away）

退席中退席中（Extended
Away）

退席中（ステータ

スが「アイド

ル」）

退席中（ステータ

スが「アイド

ル」）

退席中（ステータ

スが「アイド

ル」）

アイドル（Idle）退席中（ステータ

スが「アイド

ル」）

OfflineOfflineOfflineOfflineOffline
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インスタントメッセージ
このセクションでは、次の点について説明します。

SIPフェデレーションのインスタントメッセージフロー
2つのエンタープライズ展開間で送信されるインスタントメッセージ（IM）は、セッション
モードを使用します。外部ドメインのユーザーが IM and Presence Serviceドメインのローカル
ユーザーに IMを送信すると、次の図に示すように、外部サーバーは INVITEメッセージを送
信します。 Expressway-Cは INVITEメッセージを IM and Presence Serviceに転送します。IM and
Presence Serviceは外部サーバーに 200 OKメッセージで応答し、外部サーバーはテキストデー
タを含む SIP MESSAGEを送信します。 IM and Presence Serviceは、適切なプロトコルを使用
して、ローカルユーザーのクライアントアプリケーションにテキストデータを転送します。

図 8 :インバウンドインスタントメッセージングフロー

IM and Presence Serviceドメインのローカルユーザが外部ドメインのユーザーに IMを送信する
と、IMは IM and Presence Serviceノードに送信されます。これら 2人のユーザー間に既存の
IMセッションが確立されていない場合、IM and Presence Serviceは INVITEメッセージを外部
ドメインに送信して新しいセッションを確立します。次の図は、このフローを示しています。

IM and Presence Serviceは、これら 2人のユーザのいずれかからの後続のMESSAGEトラフィッ
クにこのセッションを使用します。Cisco Jabberおよびサードパーティ製の XMPPクライアン
トのユーザは、対応可能でない場合でも IMを開始できます。

この統合の概要
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図 9 :アウトバウンドインスタントメッセージフロー

IM and Presence Serviceは、Microsoft S4B/Lync連絡先との三者間 IMセッション（グループ
チャット）をサポートしていません。

（注）

関連情報 -

Presenceサブスクリプションとブロッキングレベル

XMPPフェデレーションの可用性とインスタントメッセージフロー
XMPPフェデレーションの着信および発信の可用性と IM要求のフローは、マルチノード IM
and Presence Serviceの展開によって異なる場合があります。

マルチノード展開では、クラスタ内の各ノードで XMPPフェデレーションを有効にすること
も、クラスタ内の単一ノードでのみ有効にすることもできます。さらに、単一の DNS SRVレ
コードのみを公開するか、複数の DNS SRVレコード（XMPPフェデレーションを有効にする
ノードごとに 1つのレコード）を公開するかを決定できます。

単一の DNS SRVレコードのみをパブリッシュする場合、システムはすべてのインバウンド要
求をその単一ノードにルーティングし、 IM and Presence Serviceは、次の図に示すように、ク
ラスタ間ルーティングを使用してトラフィックを内部的に正しいノードにルーティングしま

す。複数の DNS SRVレコードをパブリッシュする場合、SRVレコードの構成方法に応じて、
システムは各ノード間でインバウンド要求をロードバランシングする可能性があります。

マルチクラスタXMPPフェデレーションネットワークのインバウンドメッセージフローを示
すこの図では、両方のクラスタでフェデレーションが有効になっています。着信メッセージ

は、宛先クラスタ内のフェデレーション対応ノードに直接送信されます。フェデレーション対

応ノードは、メッセージを適切なクラスタノードに再ルーティングします。
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図 10 : XMPPインバウンド要求フロー

IM and Presence Serviceは、次の図に示すように、XMPPフェデレーションを有効にしたクラス
タ内の任意のノードに発信要求をルーティングします。この図では、フェデレーションは両方

のピアクラスタで有効になっていますが、アウトバウンドフローはピアクラスタにヒットし

ません。
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図 11 : XMPPアウトバウンド要求フロー

関連情報 -

XMPPフェデレーションのハイアベイラビリティ

複数のドメインを含む展開でのフェデレーション
フェデレーションは、リモートドメインがローカル IM and Presence Service展開によって管理
されていない場合、複数のドメインを含む IM and Presence Service展開で完全にサポートされ
ます。

ローカルクラスタ内のすべてのユーザーに対してフェデレーションを有効にするには、すべて

のローカルドメインの DNSレコードを作成する必要があります。

XMPPフェデレーションの場合、 cup-xmppセキュリティ証明書には、すべてのローカルドメ
インがサブジェクト代替名として含まれている必要があります。

フェデレーションとサブドメイン
次のサブドメインが IM and Presence Serviceでサポートされています。

• IM and Presence Serviceが外部ドメインのサブドメインに属しています。たとえば、IM and
Presence Serviceはサブドメイン「imp.cisco.com」に属します。IM and Presence Serviceは、
ドメイン「cisco.com」に属する外部企業とフェデレーションします。この場合、 IM and
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Presence Serviceユーザーには「impuser@imp.cisco.com」というURIが割り当てられ、外部
ユーザーには「foreignuser@cisco.com」という URIが割り当てられます。

• IMandPresenceServiceは親ドメインに属し、外部エンタープライズはその親ドメインのサ
ブドメインに属します。たとえば、 IM and Presence Serviceはドメイン「cisco.com」に属
します。 IM and Presence Serviceは、サブドメイン「foreign.cisco.com」に属する外部企業
とフェデレーションします。この場合、 IM and Presence Serviceユーザーには URI
「impuser@cisco.com」が割り当てられ、外部ユーザーには URI
「foreignuser@foreign.cisco.com」が割り当てられます。

• IMandPresenceServiceと外部エンタープライズはそれぞれ異なるサブドメインに属してい
ますが、これらのサブドメインは両方とも同じ親ドメインに属しています。たとえば、

IM and Presence Serviceはサブドメイン「cup.cisco.com」に属し、外部企業はサブドメイン
「foreign.cisco.com」に属します。これらのサブドメインは両方とも、親ドメイン
「cisco.com」に属します。この場合、 IM and Presence Serviceユーザには URI
「impuser@cup.cisco.com」が割り当てられ、外部ユーザーには URI
「foreignuser@foreign.cisco.com」が割り当てられます。

サブドメインとフェデレーションする場合は、個別の DNSドメインを設定するだけで済みま
す。 Active Directoryを分割する必要はありません。企業内でフェデレーションを設定する場
合、 IM and Presence Serviceユーザーまたは外部ユーザーは同じ Active Directoryドメインに属
することができます。たとえば、上記の 3番目のシナリオでは、Active Directoryは親ドメイン
「cisco.com」に属することができます。ユーザーがサブドメイン「imp.cisco.com」または
「foreign.cisco.com」に属し、URIが「impuser@」である場合でも、Active Directoryの
「cisco.com」ドメインの下にすべてのユーザーを設定できます。「imp.cisco.com」または
「foreignuser@foreign.cisco.com」。

Cisco Jabberからの LDAP検索で他のドメインまたはサブドメインのユーザーが返される場合
がありますが、Cisco JabberユーザーはCiscoJabberの LDAPルックアップからこれらのフェデ
レーションユーザーを追加できないことに注意してください。Cisco Jabberユーザは、 IM and
PresenceServiceがローカルドメインではなく正しいドメインを適用するように、これらのユー
ザを外部（フェデレーション）連絡先として追加する必要があります。

2つの IM and Presence Serviceエンタープライズ展開間でフェデレーションを設定する場合、
IM and Presence Serviceは上記のシナリオもサポートします。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


